
 

 

 

 

 

 

明日から冬休み 健康で心豊かな時間を 

 今日で２学期が終わります。１年間の中で最も長い２学期ですが、過ぎてしまうと

あっという間に思えるかもしれません。この４か月の間に、たくさんの学習活動や学

校行事を経験することで、子どもたちは、心も体も一回り大きく成長したように感じ

ます。保護者の皆様の温かい見守りと、多大なるお力添えに心より感謝申し上げます。 

いよいよ明日からは冬休みです。ぜひ、子どもたちの成長を確かめながら、健康で

心豊かな時間をお過ごしいただければと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

むらまつ 

令和７年１２月２４日 
東海村立村松小学校 
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学校ホームページ⇒ 

   ２学きがんばったこと                    １年代表児童 
 ぼくが、２学きにがんばったことは三つあります。 
 一つ目は、たいいくの学しゅうです。とくに「ボールけり」をがんばりました。たくさんてんすうをとる
ためのさくせんを、おなじチームのともだちとかんがえました。キーパーのうごきをよく見てフェイントを
かけるさくせんです。さくせんがせいこうして、たくさんてんすうがとれたのでうれしかったです。 
 二つ目は、こくばんがかりのしごとです。じゅぎょうがおわるとすぐにこくばんをけしました。ともだち
とぶんたんしながらすばやくきれいにしました。 
 三つ目は、きゅうしょくとうばんです。おなじくらいのぶんりょうでよそるのは、むずかしかったけれ
ど、ともだちをまたせないようにがんばりました。 
 １月に、ようちえん生をしょうたいして、「ミニ村小まつり」をひらきます。ようちえん生によろこんでも
らえるようにしっかりじゅんびしたいです。 
 ３学きも、ともだちときょうりょくして、学しゅうも、生かつもがんばりたいです。 

   ２学期にがんばったこと                   ３年代表児童 
 わたしが、２学期にがんばったことは、二つあります。 
 一つ目は、体育のてつぼうの、さか上がりです。わたしは、１年生のころからさか上がりができません
でした。でも、３年生になって、体育のじゅぎょうで、ほじょ有りでクラス全員がさか上がりをできるよ
うにするというめあてがありました。まず、同じグループの人にほじょをしてもらって、さか上がりをし
ました。わたしは、ほじょ有りでさか上がりができたので、何度もほじょ有りでやって、形をおぼえてか
ら、ほじょなしでちょうせんしてもできませんでした。友だちから「いきおいを生かして」「ボールをおも
いっきりけるように」など、先生から「てつぼうのぼうの真下にさいごに足をつくように」などのアドバ
イスをしてもらいました。できる時は、スーパーロング昼休みの時も練習しました。そして、１～２週間
くらいたった時のスーパーロング昼休みに、ついにさか上がりを一人ですることにせいこうしました。わ
たしは、練習してよかった、と思いました。 
 二つ目は、読書です。わたしは１年生の２～３学期くらいから、今まで「ハリーポッター」シリーズの
しょうせつを読んできました。さいしょは、１学期に１さつくらいのペースで読んでいましたが、だんだ
ん読むペースが上がっていったのと同時に、おもしろくて家にもちかえって読むようになったので、今は
１～２週間に 1さつに、読むペースが上がってきました。10さつの「ハリーポッター」シリーズを読ん
で、あと１さつでシリーズがかんけつします。今はげきじょうでしか見られない「ハリーポッターとのろ
いの子」は本にはないので、いつか本などで見てみたいです。 
 ３年生の３学期は、３か月あるので、進んで学習したり、読書したり、外で遊んだりして、のこりの３
年生を楽しみたいです。 

２学期を振り返って 



茨城県アンサンブルコンテスト 

        金管六重奏が金賞と朝日新聞社賞を受賞！ 
              木管三重奏 金賞  木管四重奏 銀賞 

 12 月 21 日（日）、牛久市中央生涯学習センターで、第 60回茨城県アンサンブルコンテスト 小学生

部門が開催されました。本校吹奏楽部から、木管三重奏、木管四重奏、金管六重奏の３グループが出場

し、高い演奏技術や表現力を生かした素晴らしい演奏を披露しました。審査の結果、木管四重奏が銀賞、

木管三重奏が金賞、そして金管六重奏は金賞と朝日新聞社賞を受賞いたしました。金賞を受賞した２つ

のグループは、茨城県代表として、１月 24日（土）に千葉県文化会館で行われる東関東大会に出場しま

す。ご指導いただきました地域の皆様、保護者の皆様の温かいご支援に心から感謝申し上げます。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 12 月 20 日（土）に、真崎コミュニティー

センターにて、真崎の未来を考える会主催の

「干し芋作り体験会」が行われました。 

 スタッフの方たちが、ドラム缶と薪を使って蒸したサツマイモを準備してくださいました。子どもたち

は、軍手をして熱々のサツマイモの皮を剥き、きれいにスライスしていました。 

  

 

 

 

 

 

  

スライスしたサツマイモは、持ち帰って自宅で干

すそうです。蒸し上がったサツマイモを試食した

子どもたちから、「甘～い！」とうれしそうな声

が上がっていました。 

 

 

 

地域とともに 

干し芋作り体験会 

 舟石川三区自治会の令和８年新春区民交流会の実施が予定されています。

今年度も、４～６年生の児童を対象に、模擬店などのお手伝いボランティア

を募集するそうです。 

 開催予定日：２月１日（日）  ※１月初旬に、募集の文書を配付する予定です。 

                 応募方法等、詳細は文書でご確認ください。 

お知らせ 

金管六重奏 

朝日新聞社賞：金管六重奏 

木管三重奏 木管四重奏 


